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1．はじめに
　本校は，昭和 14 年に創立し，本年度で創立
76 年目を迎える。近くの大原美術館を中心と
した，倉敷美観地区には四季を問わず，国内外
から多くの観光客で賑わっている。倉敷はジー
ンズの世界的な生産地としても有名で，本校フ
ァッション技術科（前身は繊維科）では現在も
ジーンズを織る織機が稼働しており，通称“倉
工ジーンズ”を製織している。その他，本校に
は機械科，電子機械科，電気科，工業化学科が
有り，1学年 5科 9クラス，全 26 クラス，全校
生徒数 1024 名の大規模工業高校である。また，
本県県南最大の，多くの大手製造業が立地する，
水島工業地帯への労働力供給校としての大きな
使命を担っている。文武両道を目指し，資格取
得のみならず，部活動が盛んで，多くの部が全
国大会に進む活躍をしている。
　本稿では，ルーブリック表（評価基準）を作
成し，パフォーマンス評価を行う，新たな指導
と評価方法についての取組を紹介する。

2．本研究のスタートの経緯
　平成 25 年 1 月の中教審答申で，①高校生が
社会人として，学校から社会へ移行していく事
が困難になっている。②社会人として必要な職
業観等の育成が学校で充分行われていないので
はないか，とまとめられた。これを受け，文部
科学省から各関係機関に，改善に向けた研究要
請が出され，全工協が企画書を，ベネッセとの

共同研究として提出し，採択された。その研究
指定校（全国 11 校）に本校が選ばれ，地域と
の連携活動をどう指導し評価する事で，生徒の
職業人としての資質・能力を育成するかについ
て研究する事が，本研究のスタートとなった。
従来から我々は生徒が職業人になっていく際に
必要な資質・能力の育成には，地域との連携活
動が有効という実感を持っていた。しかし，そ
の際，教科書もなく，ペーパーテストが実施で
きるわけでもない。具体的に，何を，どの様に
指導し評価しているかは曖昧な部分が多く，教
員間，あるいは教員と生徒の間に認識の統一性
のずれもいくらか存在していた。
　そこで，全工協全体の活動方針，及び指示に
添いながら，本校は地域でのイベント「高梁川
マルシェ」への参加を通して，本校独自作成の
ルーブリック表（評価基準）に基づいて，パフ
ォーマンス評価（活動をその場で評価）に取り
組む事とした。教員の指導方針と生徒の活動目
標，両者の評価基準の認識の一致を目指した。

3．本研究の本校の取組
　「高梁川マルシェ」というイベントは，和食
が世界無形文化財に登録された事をきっかけ
に，本校近くの倉
敷美観地区にある
国指定重要文化財
大橋家住宅を主会
場に，日本の伝統

ルーブリック表による，パフォーマンス評価の試み
「地域連携活動」の指導と評価の研究
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　私は，飛行機が空を飛ぶ理屈を知っているつ
もりなのだが，乗るたびに数百トンある巨大な
物体がなぜ飛行できるのか不思議に思っている。
　疑問に思っているのは，なぜあの巨大な物体
を飛行させる揚力が発生するのかである。空気
の流れは翼の上面と下面に分かれ，上面の空気
の流れが早いとベルヌーイの定理によって上面
の空気の圧力が低下する。この上下の圧力差に
よって揚力が発生するのであるが，上面と下面
の空気の流れが再び同時に合流するということ
は間違いであるという衝撃的な著者の話から始
まる。そこでベルヌーイの定理による空飛ぶメ
カニズムからその謎解きが始まるのである。
　本書は，副題に「航空技術の歴史」とあるよ
うに，航空機の歴史を記述しただけではなく，
技術の歴史を中心にした「飛行機物語」である。
本書を読み始めると，飛行機の歴史は，先人の
理論を駆使し飛行するための技術を創り出す人
類の夢とロマンであるとともに，そこには厳し
い競争があることも読み取れる。
　ライト兄弟のグライダーに軽量なガソリンエ
ンジンを載せたフライヤーが初飛行に成功した
のは，リリエンタールら多くの研究家によって
飛行の資料が蓄積されていたことである。ライ
ト兄弟は，リリエンタールの残した揚力と抵抗
のデータによって飛行の原理をもとに当時の航
空工学の全容を知ることができた。これまでの
先人によって蓄積されたデータが新たな開発に
大きな手がかりをもたらすのであった。

　さらに，エンジン開発についても詳しく説明
している。ワットの蒸気機関はもとより，内燃
機関としてカルノーサイクル，4サイクル・エ
ンジンの開発等である。また，プロペラ理論，
翼理論の歴史的展開を流体力学を取り入れて詳
しく説明していることも興味をそそる。
　人間の夢とロマンはとどまることを知らない。
次の挑戦は強力なパワーに対応し，長距離飛行
に耐えうる金属機体の製作，そしてプロペラ機
の限界を超えた高速度に耐えられるジェット・
エンジンの開発へと展開するのであった。
　また，飛行機の歴史には悲惨な事故も伴って
いる。民間航空の旅客機コメットの相次ぐ航空
事故は，当時の徹底的な事故調査によりアルミ
合金の疲労破壊によることが解明された。著者
は，その事故原因の究明が当時どのように行わ
れていたのかを詳しく説明している。
　本書は，飛行の理論・技術・技能の発展を詳
しく説明しながら歴史的展開およびそれらに関
わった人々の夢とロマンと苦闘などについて詳
しく記述している。そこには先人の理論や技
術・技能を伝承し発展させる技術者の力強い活
力がある。
　我が国の技術・技能の伝承もまさに同じこと
が言えよう。明治からのめざましい勢いをもっ
た産業の発展は，多くの科学者や技術・技能者
を育成してきた。我が国のノーベル賞受賞者を
誇りに思い，新たな世界的な新商品を生み出す
独創力はお家芸ともいわれるほどになってき
た。しかしながら今日，団塊の世代が大量に定
年退職，生産拠点の海外移転などにより，若者
に技術・技能を伝承する機会が減少してきた。
　「飛行機物語」が語るように，若者への技術・
技能の伝承は人類のロマンが継続できなくては
ならない一つの生命線である。工業教育におい
てもその大きな役割を常に意識してまいりたい。

（ちくま学芸文庫，311 頁，1200 円）　（田中正一）

飛行機物語
～航空技術の歴史～

鈴木真二　著
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文化を再度見つめ直し，未来に向け“食と暮ら
し”を提案するイベントである。
　本校ファッション技術科で製織している，通
称倉工デニム生地で，本イベントに貢献できる
繊維製品を企画・デザインし，提案した。今回
は主催者のエプロンが見事採用され，このイベ
ントに参加させて頂くことになった。
4．倉工ルーブリックの作成
　今回の倉工ルーブリック（評価基準）は，上
に示すように，縦軸に生徒の身に付けたい資
質・能力，横軸に生徒の各活動ステップで構成
している。
　縦軸の身に付けたい資質・能力としては，
①　社会人基礎力
　　1　前に踏み出す力（アクション）
　　2　考え抜く力（シンキング）
　　3　チームで働く力（チームワーク）
②　倉工スタンダード
　　1　どのような物を，いかにつくるか
　　2　倉工の取組を発信する

　　3 　未来のエネルギー，環境問題等に配慮
する

　　4　倉敷の地域産業に貢献する
とした。
　横軸は各場面での活動ステップとして
　ステップ　1　実施計画
　ステップ　2　製作活動
　ステップ　3　実践活動
　ステップ　4　言語活動
　ステップ　5　まとめ
とした。従って，縦軸 7項目×横軸 5項目の
計 35 評価基準をもって，今回の倉工ルーブリ
ックを構成している。
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　ここで例えば，縦軸①社会人基礎力の 2は，
横軸ステップ 2の活動でどの様に評価基準を定
めているかというと，拡大した前ページの表の
様に，G～ Cの 4段階の評価基準を設けている。
5．生徒の活動の様子

　ステップ　4　言語活動
　ステップ　5　まとめ
　ステップ 4言語活動は，課題研究発表会など
で報告会を設けたが，それよりもステップ 3の
実践活動の場面で，イベント企画側の方々，そ
して，多く来場される方々とのやり取りはまさ
に，言語活動のトレーニングの場面であった。
　また，ステップ 5のまとめ活動については，
今回の活動用に，生徒に“倉工スキルアップシ
ート”が有効であった。その内容は，①活動テ
ーマ，②活動内容，③活動の感想　を書き込み，
₁生徒が自己評価，₂教員が評価，₃外部の方

イベント実行委員会に出席

店舗スタッフとして活動

ステップ　1
　実施計画

ステップ　2
　製作活動

ステップ　3
　実践活動

製品製作風景

イベントの

チラシ配布

各店舗に

エプロンの

配布
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アクティブラーニングでもあると感じた。
　次に，パフォーマンス評価であるが，目の前
の生徒の活動の様子を，ルーブリック表に基づ
いて行うものであり，ペーパーによるテストや，
レポートの提出で評価を今まで行ってきた我々
にとっては，なかなか慣れない評価方法である。
昨今，学力の三要素の中で，特に思考力・判断
力・表現力等の活用に関する能力が重視されて
いる。ただ，これらの能力は，見えにくく育成
が難しい。それをこのルーブリック表に基づい
て，パフォーマンス評価を行う手法は，有効な
手段である事を実感した。このパフォーマンス
評価については，生徒の活動をその場で評価し
ていく為の，基礎データが必要となってくる。
従来は教務手帳にまとめられていたものである
が，現在はタブレットで，リアルタイムにチェ
ックする方法を，独自のシート・プログラムを
組んで模索している。

自分にとって，各活動
で何を，どのレベルま
でを目指すのかを設定
しやすい。この事は，
自らが目指すテーマを
設定し，次に目指す取
組を設定することは，

　本校でのこの実践は，今回から始まったばか
りである。“分かる授業”から“考える授業”
への転換が強調される今日，教員の教える方法
も，生徒の学ぶ方法も，従来の方法からの変化
を求められている。ルーブリック表の作成，パ
フォーマンス評価の方法の一層の汎用性を追求
し，様々な学びの場面で使用できる様，今後も
一層の研鑽を深めたいと思っている。

　以上，現在のところまでの取組をまとめたが，
地域連携活動のルーブリック表を基にした，パ
フォーマンス評価による実践は，以前から行わ
れていた，①教員の指導は指導，評価は評価か
ら，②教員が指導と評価の一体化への意識を深
める事になり，更に，③「教員の指導目標＝生
徒の活動内容」を明確にしていくと，その結果，
「教員の評価基準」と「生徒の目指す目標」と
が一致し，生徒の取組への意欲を高めることに
なっている事を気づかされた。ルーブリック表
の作成，パフォーマンス評価による成果の顕著
な部分であると考えている。

が評価，あるいはコメントを記入して頂く欄を
設けたものである。
6．まとめ
　活動後，この取組を通して，生徒の感想やア
ンケートを見てみると，ルーブリック表で身に
付けて欲しいと我々が狙った内容，社会人基礎
力や倉工スタンダードについては理解できる。
ただ，充分に達成できたかどうかは疑問との感
想を寄せた。
　ルーブリック表，すなわち評価基準は，指導
方針であり，生徒の活動内容・目標でもある。
これらが可視化される事で，教員と生徒間の評
価の食い違いが減少する。更には生徒自身が，
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